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内的事象運転時レベル 1PRA高度化では起因事象として ISLOCA及び高エネルギ配管破損(HELB)を抽出

したが，これらは格納容器外 LOCAであり溢水に伴う間接的な影響が発生しうる。このため，内的事象の

格納容器外 LOCAで取り扱う配管の評価範囲と内部溢水 PRAにおける評価範囲について整理した。 
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1. 緒言 

既往の PRAモデルにおける格納容器外 LOCAでは，配管破断を想定する系統の機能喪失のみを評価に考

慮していた。一方，内的事象レベル 1PRAモデル高度化における格納容器外 LOCAでは，配管破断を想定

する系統機能喪失に加え，配管破断に伴う溢水事象による他系統への間接的影響も考慮する。しかしなが

ら，配管破断時の間接的影響は内部溢水 PRAにおける評価対象事象でもある。本稿では，格納容器外 LOCA

と内部溢水 PRAにおける各々の評価対象範囲の検討結果について報告する。 

2. 評価範囲の判定基準及び結果 

格納容器外 LOCAと内部溢水 PRAの評価対象範囲は，LOCAを「原子炉圧力容器に接続している配管破

断により，直接的に原子炉のパラメータの変動を誘発する事象」と捉えることにより，図 1 のとおりに差

別化した。また，溢水①に分類された事象において，原子炉及び格納容器の応答に影響を与える「溢水に

よる S/P水位低下」が新たに抽出できたことから，今後，この扱いも検討し，モデルを構築していく。 

 

図 1 格納容器外 LOCAと内部溢水 PRAの評価範囲 
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